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4 シ ダ ヒ の 齒 系 發 逹 に 就 て

1

（昭 和 九 年 五 月 五 日 受 領 ）

檜 山
．
至 く

我 夫

東 京 帝 大 農 學 部 水 産 動 物 學 教 室

　イ シ ダ ヒ 　Opleg7utthus　faseiattas（TEMMINCK 　et　SCHLEGEL ）〔翫‘σU ゴ07』 fascintUS　TEMMIKCK　etl

ScHLEGEL
，
　Fau ⊥la　JalM｝nica

，
　poisson， 18 ｛4

，
　p、89 ，

　pl．　XLVr1 且g5．工 ＆ 2．　Loc，　Nagasaki．〕は イ シ

ダ ヒ 科　Oples．nathidae に 羇 し，同科 は南米 ，濠洲，南 阿，及び 本邦 に 分布し，い つれ も暖海

性 で ある 。
1 屬數種 あ りて

， 本邦中部 に は 2種，皀卩ちイ シ ダ ヒ 及び イ シ ガ キ ダ ヒ Ol）tqgnathtss

prmsttcttts（TEMMmCK 　et　SeHLEGEL ） を産 す o こ の 科の 魚は嘴厭 に 集積せ る齒系 （Soldered

teeth）を有す るζと を特徴 とな し，本邦 産の 2 種 も亦齒系 を同 じくするが ， 魚體の 色彩 に 於

て 異 り，2 種 を區別 す る こ とが 出來る 。 2Pち イ シ ダ ヒ の 成魚は 淡線 色の 地色 に 限の 位 置か ら

始 つ て 尾柄に終 る 7個 の 黒 い 横縞 を以 て 彩 られ る に 對 し ，
イ シ ガ キ ダ ヒ で は體の 全面 に 石垣

歌 の 斑點が 分布す る。

　 こ の 科の 特徴で あ る齒系は後に述 べ る が如 く特 異な もの で あ るが 、 か か る特異なる齒系が

通 常の 魚の 齒系 と如何 な る點で 異 るか，叉如 何な る經 過 に て それが 形成せ られ るか ， 或は魚

が 大 きくなる に 從つ て 如何 な る變化 をな すか等の 問題 を解明 し て臭れ る文献 は筆者の 知る範

圍で は見當らなV・。 こ の 疑問を解決 すべ く， そ の 構造 ， それ が 魚の 幼期 から老 成せ る もの 迄

の 發達の 經過 ， 及び 食性 と の 關係 に就 て
， 簡 單乍 ら調 べ て みた 。 以 下記述 す ると こ ろは三崎

附近 に て採集 せ る イ シ ダ ヒ を材料 と して 用ひたが，その基 型に於 て は イ シ ガ キ ダ ヒ と も共通

で ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　 齒 系　の 構 造　　　　 　　　　 　　　　 　 ．

　成長せ る魚 の 口部 を見 る と ， 上 下兩顎 共に 嘴状 を呈 して 外部 に突出 して ゐ る 。 嘴状 をな し

て ゐ るの は．ヒ下兩顎 （上は生上顎 骨 Prem ピ↓xill紺 y，下は齒骨 Del1幅 y）の 上 に 多數の 齒 が成居

して 集積しズ ゐ る の で あつ て
， それ を掩ひ 且 つ 保持 し て ゐ る の は 骨質様の 稍 堅 い 石友 質の 被

居で ある 。 ．外面 よ り之を見 る と （Fig．ユ 參照 ）石荻質の うち に 臼齒が 整然 と して 玉黍蜀の 實 の

如 く並 び ， 各行 の 最前端の 齒は咀 面に突黠 して ゐ る 。 こ れ等の 齒 は整然と並 ぶ 故縦 に 齒の 行

を，横 に 齒の 贋 を數 へ る こ とが 嵩來 る（Fig．1，塊 ．2 參雌
丶

。 齒 唐 は咀而 に 2F 行で はない が ，

齒行 は顎骨上 に 離然と皆前端 に 平行 して ゐ る 。 裏側 を見る と前記 の 外側 に 並 ぶ 齒の 他に裏側

湘．
こ、

1）　齒系 と は 顎骨上 の 齒の 集團 の 意 で ， 1個 と區 別 す る た め に 用 ひ た 語 で あ る 、｝
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隔

に も數行の 齒 が稍 不規則 に排列せ られ て

ゐ て 内列 を形威 し ， 同 じく各行の 最前端

の 齒は咀面 に 露掛 して ゐ る 。 外側 に 並 ぶ

齒行數 は充分成長せ る個體に 於 て は ， 殆

ん ど一定 に して約 17 行 で あ る。
1 行の 齒

數は行 の 位置 が前端 に 近 い 程 多 く， 且 つ

魚が 大 きい 程 多い の を原則とする 。

　被 暦 の
一

部 を切 り開い て 内部 を見 る

と，之等の 齒を掩ひ 且 つ 埋沒，し て保持 し

て ゐ る石友質 は 、 内部 に 於て 蜂窩 1伏に 多

數の 小 房 を有 し，各房に は それぞれ 1個

宛の 臼齒が 埋存 して ゐ る （Fig．3 參照 ）。

非 常 に大 きな魚の 齒 に なると ， 乾 燥 し

て 置 い て 耳 の 傍 で 之 を振 る と カ ラ カ ラ と

妙 な音が する が ，
こ れ は 骨 の 窩房 の 中の

各 k の 齒が 乾燥 に よつ て 遊離 し て音を立

て る の で あ る
。

　　Fi，．1 嫡 、 vn ・ … ダ ・ の 雌 の 齒。 　 　 齒 の 構 造 と 組織

　　 上 ， 左主 」癪 骨 　　 下 ・ 左 饋骨上 の 函系　　　　 各 々 の 臼齒は 埋存 し て ゐ る の も、露田

して ゐ るの も， 構造 に 於 て は變 りな く， 共 に 外面 に 琺瑯質 を冠 し ， 内面 は齒質に よつ て 裏付

け られ て ゐ る
t）

（Fig．4）。 琺瑯質は 魚類 に於 て よ く見 られ る有管鯛 噴 （Tubuiar　enamel 〕で

、あ りi 頗 瞋 性齒質 （O ・th・d・nt，il・e・　・・
’
　V …

’
a ・ cyla ・ denti・e）で あ る ・

　琺瑯質は 内外の 2 暦 に稍不明瞭に區別 し得 。 外 暦 に は琺瑯質管束が放射」｛k　rc走 り， 内贋に

は同管束 は外層 と直角の 方向 に 走 っ て ゐ る 。 向 1個の 琺瑯質管 は約 1 μ 内外の 大 さ で
， 數個

叉 は 10 數個 で 管朿を作つ て ゐ る 。 叉 翹質細管 〔Dent，inal　canali （：u ］i）は極 め て揖細で 太 さ約

D，7 μ 内 外 で ，放射状 に 走 り，多 くは數本の 分枝 を有 し て ゐ る が 分枝の 先端 は隣接の 細管分

枝先 端と連絡せ ぬ や うで あ る 。

　咀面 に 並 び露出ぜ る齒 と埋存せ られ る齒 とは 構造 に 於て は變 りは ない が ， 作用 は異 る もの

で ，事實上 咀嚼 に 用ひ られ る の は露出せ る齒の み で
， 埋 存せ る もの は前者 が咀嚼に よ りて 磨

損 叉 は 眈落せ る時 に その 位置 に 代 つ て 使 用さる べ き豫備の 齒で あ る 。

　 1） 球瑯 冠 の 基部の 爾質 と の 移行部 に 僅 か に 白 亜 質 （Ce皿 e 】ltum ） 附着す っ
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3⊃6・ 槽 匪 義 一夫

岨 面 A

　　　　　　Fig．身 1
イ シ ダ ヒ の 成醴 の 齒系 君 發逹を 示す 模鬪 （左 側 上顎 ， 外面 よ 1）見 る）。

A
， 幼期 （體歪 長 約 爭Omm 位 ） の 爾系 ｝　 B

， 成長 せ る もの （驪全長約 100mm 位と考 へ ら る）の 齒系 ；

C ， 　更 に 成長 せ る もの の 齒系．

　　　　 ＼ Oet

　　Fi勝 3　イ シ ダ イ の 成體 の 齒の
’
内部 構造 （裏側 の

被層 の 一
部 を切 v 開 い た 肺 。

TeT ，内列 咀 面露 Hi齒 ；

OeT 、 外列 咀 面 露 出齒 ； Ht ，

1

豫備齒 ， 石 茨質 の 被
’

暦中 に 埋 沒 して 存在す る も   ；
− H

， 豫備齒を容れ る小

窩房．

Fig．41 個 の 齒の 縱斷面 （磨研 標本）。　 x 　30
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　　　　　　　　　　　　　　　齒 の 3t　1持
こ れは露出齒 と豫備齒で 異 つ て ゐ る。 顎骨は そ．

の 後方の 部分は
一・eB軟骨か ら化骨 して 出來

Fig．5　吏持骨 の 斷 面

（磨 研 標 本｝o 　 x80

るが （ln庶 cartilaginous 　ossi 骨catioh ）， 齒 を支持 する 前方

の 大部分 は附近の 錆締組織に よ D て 二 次 的 に形 成せ られ

た る 膜骨
・
（Membtane 　b・ne ）で ある b 露出齒は骨性附着

（Anchylosis）をな し， 直接そ の 琺瑯質冠の 下 部 に於 て 顎骨

の 延仲部 と附着 して ゐ る 。 豫 備 齒 は 周圍 を結締紐織に よ

b と りまかれ顎 骨延仲部 に よ り
1
て 作 られ る 小房 の うちに

お さま り， 顎 骨 と直接 に 附着せ す。

『
故 に 乾燥 に ょ りて 結

れ る特徴的 の 齒系 で はな く， 普逋の タ ヒ 類等

に て 見 られる 成暦 せ ざる齒系 を顎骨の 表面特

に 前端 に近 く小數持 つ て ゐ る （Fig．6）。 こ の

や うな齒は艦の 全長11．5mm の 頃 に見 られる。

締組織が萎縮 ずれ ば游 離 して ，振 る と普 を立 て．るわけで あ る
』
（∬ig，5 は支持 紆の 斷面）。

『

　　　　　　　　　　　　　　　　 幼 魚 の 齒

　イ シ ダ ヒ の 稚魚の 斑紋に就て の 内田惠太郎氏 （動 ・雜，38卷 228−237 頁）の 報文 に もあ

る が如 く、稚魚 は流藻流木等 に つ い て海の 表

面 を灘 る ・ 鴫 代 鴫 撒 見 5 講

！

ノ

、

丶

ノ．
皇

、
、

　 　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 　 　 　 f2ZUtt
　 　 　 　 −

　 Fig．6　イ シ ダ イ の 幼期の 驫⊂） 最初 の 齒 Tl け

犬 齒 妝 を呈 す 。 體全 長 　11．5111コmo

　 Fig ．7　イ シ ダ ヒ の 上 顎 の 斷 面 o

同 行中，第 L 第 2，第 3 列 の 齒 （
「01

，
T2

，
T3）迄形

成 され て ゐ る （體 全長 22．Omm め もの ）。
　 x160

・E
， 黨瑯恥 　Eo・琳瑯 岩 ｝ D

， 齒質 ； 0
， 造齒

細胞 ；
・9， 齒 を 保持 す る 膜骨彎石 茨 ［奮； P

， 主

上 顎 骨 の 軟骨部 。
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　齒 の 發 生 に 就 て は材料乏 し く詳 しく調ぺ る事 は後の機會 に譲るが ， 特 に 齒堤 （DentRl

ridge
，　or　Tooth　band） を形成す る こ とな く，琺瑯器 （En，aine 】organ ）は直接 iC　11腔粘膜 よ り

生 する 事 と推察せ られ る o

　　　　　　　　　　　　　　　 齒 系　の 　發 逹

　更 に體全 長 14，5mm の標 品に て は上 遞の 犬齒の よ り深 い 位置 に
， 顎骨内 に第 2 層 の 數個の

germ ）を認 め る 。
こ れ，に は特に齒嚢 （Dental　follicle）を分化 して ゐす ， 琺瑪器は直 ちに 周圍

齒芽 （Toothの 結締組織に包 まれ て ゐ る 。 琺瑯器は孤 形をな しその 内側 に 造齒細胞 （edonto −

blast　cells ）が居 を造 つ て排列 して 掛來た 象牙質膜 （｝lembrana 　eboris ）を包んで ゐ る （Flg、7

參照）。 如何 に して か か る顎骨内部 に 於て 二 次的 に琺瑯 器が形 成せ られ る か に就 て は推定 の

材料 に 乏 し く今の 所明か に 出來な い の は殘念で あ るが，顎 骨内部 に特に 分化 した 口 腔粘膜の

殘存せ る細胞集 團を認 め難 く， 又顎 骨外部か ら組織が 入 り込ん で 琺瑯器 を作 る と も決定 し得

な い
。

　こ の第 2 暦の 齒芽形成が絡 らぬ うち，直ち に第 3 暦の 齒芽が形成せ られ る
。 か くし て 多生

齒的 （Polyphyodentic）齒芽形 成が相續 v ・ て起 る （Fig．8 參照）。
こ れ と同時に支持骨 は成長

伸 長し齒芽 と附近 の 結締組織とを容れ る場所を擴張 し， 齒芽 は咀面 に 向つ て 順突逡 られ る。

體 全 長 18．5mm の もの に て は第 3層 の 齒芽 を認 め得 る。 か くし て 齒芽の 新生 と支持骨の 延

　　　　　　　　　　　　　 仲 とは，第 1層 の 齒 の 位置 を顎骨基部 よ ゆ遠 ざけ，齒系全體 と

　 　　 して 見 る と咀面 に向 つ て 伸長す る 。 こ の 伸長の基 點 となる所

灘縱 灘 ∵ 譲難 奪濃 蕪
　 　　 tcは肉眼的 に認 め られ る小 孔が連績 して線 を形成 して ゐ る 。

　 　　　 齒の 形成 の 最 も盛ん なの は顎 骨 の 前端 に 近 い 場所で あつ て t

　 　　 叉其所で は最 も幼い 時代か ら齒 の 形成せ られ る所 で ，魚 の 祓

　 育 に した が っ て 後方 に 及ん で 行 き，途 に は，顎骨全 面 に 及び

　 　　 成體の 有す る齒行數 を作つ て行 く。

　 　　　　　　　　　　　 齒 型 　 の 　變　化

　 　　　　 始 め に形成せ られ る齒 は ， 小 さ く鋭 く犬齒歌で あ るが ， 魚體
　 　 T2

Fig．8　イ シ ダ イ の 齒の 成居

　初 期 （§豊全 長 18．5　n ］m ）。

T1
， 第 1層 の 齒

捻 ；畿陣 ・ ・す

の 成長 に伴 つ て薮成 せ られ る齒 の 先端は漸亥 に鈍 くな つ て
， 途

・

に は 臼齒朕 を呈 する に 到 る 。 　した が つ て 中間の時代 に は明 面

の 齒 は犬齒駄 で あるが豫備居の もの は臼 齒 歌 で あ るや うな歌

態となる、更 に大 きな魚 の 川 面 の 齒 は大形 の 臼齒 で ある o こ

の 阻面の 齒 型の 變化は咀面の 齒の 順次 に睨落する こ と に よつ

「

ノ
〆
．

掣
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て 起 る
。 睨落 D 機轉 に 就 て は

， 完全 に機械的で あ る と考 へ る
。 支持骨と の 接觸面 に 、特 に 吸

收 を行 ふ が如 き食細胞の 存在 を認 め得な い
。 琺璃冠 は支持骨 よ り硬度大な る が故 に

， 咀疇に

よつ て 磨損せ られ る の は齒を埋 め て ゐ る支持骨 の み で
， 支持骨の 磨損が齒の …螂 に 到れ ば ，

支持力弱 くな り脱落す る もの と考 へ らる 。 …突層の 齒 は こ の 時 既 に琺躑器 を破 り支持骨内に 突

き進 ん で 埋れた形 とな り， 支持骨が 更に 磨撰す る こ と に よ り露出す る
。

re7）1　ft　10− 50　inni の もの で は ，幼期 の 犬齒は 見 られ す皆幾分臼齒歌 に な つ て ゐ る 。 齒 の

顎骨上 に 占め る位 置 も相當に廣 くな つ て ゐる 。

　　　　　　　　　　　　　　　 齒　系　の 　成　長

　齒 系が成體の 構造 とな つ て も， 未 だ顎骨 中の 齒の 形成層か らは盛ん に齒 胞が 形成せ られ ，薪

に 形成せ られた齒 は薔 き齒 を押 し出す如 く前方 に逶 り，舊き齒は その 周圍の骨質と共 に 咀 面

に 向 つ て 移動す る。 か くして 齒系の 成暦の 度は 増加する 。 しか し他方 に 於 て 曝 面 に露出 して

使 用 せ られ る齒 は脱落 し消費 して 行 く。
こ の 形域 と淌費の 度 合は形 成力の 方が強 く、 その 形

減せ られた齒 を全部 使ひ 蓋 す こ と ぱ な い
。 依 て 齒系の 威 暦は魚體の 域 長 に件 つ て増加 す る 。

放屠 の 度は 玉齒 行巾の 齒數 に依 りて知 る こ とが 出來る。 齒行 巾の 齒數 は齒行 の 位置 が齒系 中

の前端 （前か ら見れ拭 體の 中央線） に近 ければ近 い 程多V ・故 に
， 最 も多V ・齒 を有する最前端

の 齒行數 を計る こ と に よつ て域贋度の 標準 とな し得 る 。 挿固 （Fig．9）は體全長 と最前行齒數
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との 繭係 を示 した もの で ある 。 鱧全長約 150mm 位迄は 直線的 に増加する 。 圖 よ り見 る と大

體 ・F か ＋ ・± ・ の 如 き醐 で あ る （・ の 鄲 は mm ）． こ こ … a は環數 ・つ 曖 化 す ・

數で ， 例 へ ば食餌少 く成長お そ き時 ， 叉は咀面が軟 弱 の 食物 て 依て磨損の 度少 き時等 に は 正

號 をと b ， そ の 反對 の 場 合 に は負號 をとる 。 水族館内に 於て長 い 聞飼養せ られた る魚は ◎又

は   印 を以 て 示 す如 く，
＋ a の 値が 大で あ る 。 これは前蓮の 理 由に よつ て 読明出來る 。 體全

長 蔦 Omln 以 上 の 魚 に 於 て はそれ以 下の もの と同樣の 墸加寧を示 さす ， 曲線は綏傾斜 となる S
これは後章述 べ る食性 と密接なる關係 を有す る もの と思惟 され る 。 皀Pち こ の 時代に 於て は 食

物は著 しく堅 きもの を攝 る様 に な り， 咀面の 齒 の 磨損が盛 ん で
， 新生 に依つ て 之 を補ふ と雖

もその 増加率 は 1δOmm 以 下 の もの に及ぼない の で あらう。

　か くの 如 くに 齒系の 威．長は成暦度の 方向 に行はれ る の み な らす，一
方に は又咀 面が擴張せ

られ る 。 咀面 上 に 並 ぶ 齒行數は魚が 小 さ い 時 は後端 に 近 V・齒行 に あ る齒 は未だ發逹 しなV ・た

め稍少 い が ， 充分成長 せ る魚で は約 ユ7 行 を數 へ る。 體長 ユ00mm 内外の もの で は 14 行位 の

もの が 多い
。

こ の 齒行數は増加が著 し くな くて 略 一定で あ る が ，1 齒行の 幅部ち齒 それ自身 の

幅 の 塘加 に よ つ で iH面の 長さは體杢 長の 増加 τ伴つ て増加 する。
　Flg．9 の 下段の 曲線は之 を

示 す ・ 之 も約 … … 髄 鬮 線的 ・翻 す ・
・ 圏勗 見る と大靴 一 嘉

’
鉗 の UtS

直線で ある 。
（ltは變略 に關 す る數で ある 。 200　mln 以 h の もの で は咀面の 擴張率 は 大 となる

傾向が あ る 。 鄂ち齒の 幅は急に大 とな る 。 こ れは實際の 齒 に つ い て見て も大 きな魚の 齒は著

し く先端丸 く， 幅畷い 臼齒 の 傾向が 張 い
。 こ れ も食性に適 應して ゐ る現象と考 へ られ る。

　Fig．2 は 成 體 の齒 系の 成長發逹 を摸 した もの で あ る 。 醗落，新 成に よる齒層の 位置の 變

化，齒行の 墸加及び 齒幅の 噌加を示 す 。

コ）

　最前行歯數の 計算 は
， 齒系を脱 フk後 Xylol，　C］oye 　 oi 】，その 他の 油 に漬けて 透明 と した 後に

将 つ た 。
1 個位の 誤差は透明に す る方法又 は個人 に よつ て ある と思ふ 。 叉 ， 左右上 下 の 4 個

の 顎骨上 の 齒系に つ V ・ て數 へ 相加平 均 した 。

−
hi右に て は 殆ん ど差 な く， 上

一
ドに て 1

，
2 個 の 差

あ る もの もあつ たが ，こ の 時は概 して 下顎 上 の もの が僅か 多か つ た 。 蓋 し左右上 下 の 齒系の

壇加率は大軆等 しい と思はれ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　食　　　 性

　齒の 構造の 食性 に對 する適憲は興味 ある事實で ある 。 表 は 1933 年 7 月中旬か ら 8 月下句

に 於て 三崎附近 に 於 て 採集せ る もの に 就 て
， 胃中LC存せ る食物 に就て調 べ た もの で あ る。 幼

形の體杢 長 玉Omm よ り 30　mm 位迄の もの は海の 表面 に 浮游 して ゐ て ，主 と して Copepoda

を 食 し ，
Grustacea の 小 形な Lar 、

’
al　fOl・m を も食 して ゐ る 。 こ の 時は 1層

・
叉は小數成層

一
せ

　 1，　脆 落 の 速 度 は 咀 面 に あ る 齒型 に よ つ て 僅 か に 推察 せ られ る の み で あ るか ら， 絶響 的 の 數字 を用 ひ

られ な い
。

」

，
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『
飃 に 就 て
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る 犬齒 を有 する 時代 に略
一致 す る 。 次 に齒 の 先端 が稍丸 くな り，順亥 臼齒の 傾 向を帶び る に

從ひ 稍 大形の Crus生acea を食す 。 こ の 時 代に は魚 は生簀 の 下 ， 懸垂式か き籏の 下 ，禦船の 下

等 に 蔭 を求 め て 棲む 。 齒系は既 に 成體 の それに 近 くな つ て ゐ るが唯先端 が未 だ幾分鋭い
。

こ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’rと竃ble　1

體　 全 　 長 齒 食 物

‘

　1。 m 皿） 1 ・ 列 の 犬齒

、、，　 　 　 　 L
　 　 　 　 　 　 　 「

　　 　 　 　 　　 1
　 　 11．5　 卿・

　　　　　　　…　 　
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れは 4〔〉− 50mm 以一ヒで あ る 。 100　mm 近 い もの で は雑食性が 張 くな つ て BryOZOa
，
　Algea 等

迄食 して ゐ る ．
ユ50mm 位か らは特に 竪 い 物 を攝 る傾 向が あ つ て B α‘囎 襴 、ウ ニ類等 を食して

ゐ る。 齒 は完全 な臼齒 にな つ て ゐ て ， その齒幅 は著 しく廣 くなつ て ゐ る 。
こ れ は前

．述 の 大 き

粋魚 の 齒輻の 著 しい 擴 張が 食性 に適 應せ る事 なる を示 して ゐ る 。 又齒の磨 損 る盛ん なの を思

は しめ る傷つ い た齒が 多い
。 大形 の シ ヤ ー レ に こ の 位 の 大 い さの 魚 を飼 つ て をき ，

シ ャ ーレ

の 底に溜つた糞を集 め る と，皆 ウ ニ の シ ヤ ーレ の 細片とその 棘 で あつ た 。

　徇淌化 管の 全 艮は，體全畏 350mln の もの で はそ の 體全 長 と同 じ長 さ で あ つ た 。 胃壁は特

に 厚 く， 幽門垂 約 150個 を附屬 して ゐ る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 結　　　 尾

　イ シ ダ ヒ に似た齒系の 構造 を有す る魚、は ， イ シ ガ キ ダ ヒ の み な らす尠 くな い
。 最 も有名な

多は例の Parrot飼 1e8 で ある 。 邦産 の ブダ ヒ も成層 して ゐ る が そ の 程度 は ep ］egnat ・hidaeの

魚に 及ぼ な い
。

一般 に硬骨魚の 齒は外見上成暦 して ゐな い もの が 多い が， こ れ等の うちに も

その顎骨内部 に ，第 2暦 の 齒芽 を藏 して ゐる もの が多 く，叉完全 な齒 に なつ て ゐ る もの も尠

くない
。 例 へ ば マ ダ ヒ vaて は通常， 前 方の 犬齒の 下 に は犬齒斌の

， 後方の 臼齒の 下に は臼齒

歌の 豫備齒が ユ居認め られ る，又 ニザ ダ ヒ の 如 を特異な齒型 の もの は それ と同 じ齒型 の 第 2

暦を藏 し て ゐ る 。 硬骨魚の 多生 齒 （Polyphy く）dO油 〕 な る こ とは古 くか ら知 られて ゐ るが生 齒

の 速 度に は魚の 趣類に よ つ て遲速が ある。 そ の 最 も速 い と思 は れ る もの が こ の OpleAnathi−

dae の 魚 と Parrot，　firhesで あ る 。　Solclerecl　teeth は外觀上 奇妙で はあ るが結局 の と こ ろ 多生

齒的傾向が 著 しく強 くて 同時 に 多數の 暦 の 齒を有 す る FcXU ぎない
。

こ の 成眉
・
した齒1系が食性

に適應 して ゐ る こ とは Parrot　fishesが Cera】s を食 する と云 ふ 事 と共 に 興味多 く， 叉幼時

Copepoda ．等 を食 して ゐ る時と成膿で 堅V ・ もの を食す る 時 と齒型が 異 る事 も，
ア ユ が 成長 し

て 食物の 變化 と平行 した齒の變 化が ある と世 上 に 云 はれ て ゐ る事等 と軋を一・icして ゐ る。

　終稿 に 際 し　こ の 研 究題 目を與 へ られ ， 且 つ 絡始御指導 を仰 い だ雨宮育作敏授に深 く感謝

す る 。

鱒
重

¶

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


